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1. 事業所名

株式会社 昭和ゴム化学

代表取締役社長 押見　吉朗

環境管理責任者（本社） 福留　紀子

環境管理責任者（茨城工場） 金子　裕貴

https://www.showa-rubber.com/frontpage/

2. 所在地

■本社

東京都葛飾区金町2丁目5番9号

TEL：03-3826-7881

FAX：03-3826-7885

■茨城工場

茨城県下妻市五箇221

TEL：0296-43-3211

FAX：0296-43-3213

3. 事業活動

工業用ゴム製品の製造と販売

≪事業内容≫

自動車部品・建設機械部品・船舶部品・電気・医療

飲料用部品・支承・一般工業用ゴム部品など

4. 事業の規模　　2022年度

【1.　組織の概要】

事業所

本社

茨城工場

従業員数　（人） 床面積　㎡

7 580

190 11,723
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≪実施体制≫

【2.　対象範囲】

全事業所を登録範囲対象とし、登録内容は事業内容です

代表者

（社長）

本社

環境管理責任者

環境委員会

事務局

担当委員

茨城工場

環境管理責任者

環境委員会

事務局

担当委員

製造部 技術課 品質保証課 総務部

営業本部 業務課
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経営における課題とチャンスの明確化

環境経営方針の策定

経営資源の用意

実施体制の構築（環境管理責任者任命）

環境経営全体の評価・見直し・指示

環境経営目標の策定及び従業員への周知

活動計画の作成

環境負荷の把握

年間環境教育計画の立案

教育訓練の実施

環境内部監査

環境関連法規一覧表作成

環境コミュニケーションの実施

実施・運用の手順書の作成

文書類の作成・管理

活動の取組状況の確認・評価・問題の是正と予防

環境経営活動レポートの作成

節電・省電力化立案推進

エネルギー使用状況・定期報告書作成

化石燃料削減の企画立案推進

生産設備の油漏れ対策推進

排水量の把握

排水設備の改善・水質の維持

産業廃棄物量の把握と削減検討

産業廃棄物管理票交付状況報告書の届け出

法に適合した施設届け出の管理

設備点検・環境調査・消防設備点検の計画管理

化学物質の含有調査の対応

化審法・RoHS・REACH等の法規制に対応する代替研究

PRTRの届け出

リサイクルの推進・分別の管理

環境経営方針を理解してその重要性を自覚する

方針および規定を順守して活動を行う

排水担当

全従業員

再生リサイクル担当

化学物質担当

法規制担当

産業廃棄物担当

役割・責任・権限

代表者

環境管理責任者

事務局

化石燃料担当

電気量担当
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1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

【3.環境経営方針】

私たち一人々が地球環境悪化の現状を十分理解し

当社の生産活動を通して

地球環境の改善に積極的に取り組み貢献します

省資源、省エネルギーの推進、産業廃棄物の削減、リサイクルの推進に

積極的に取り組みます

管理体制を整備し、環境改善を継続的に取り組む仕組みを構築します。

作成日：2006年 12月 1日

改訂日：2022年 3月 2日

株式会社　昭和ゴム化学

代表取締役社長　押見吉朗

環境関係の法規を遵守します。

本環境経営方針を実施し維持するために全従業員に対して周知徹底できるよう

に教育と啓蒙活動を行います。

環境活動の推進に向けて環境経営目標の設定と定期的にチェックを行い、

必要に応じて見直しを実施します。

化学物質（PRTRに記載されているもの）を適切に管理します。

当社の製品を通じて環境性能の向上を目指します。
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kg

521枚516枚511枚506枚

排出量の算出（削減目標ではない）kg

kg 排出量の算出（削減目標ではない）

削減率

使用量 kg

△1.2%△1.1%△1.0%

43,44243,48643,53043,970

≪茨城工場≫ 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

取り組項目

【4.環境経営目標、単年度、中長期計画】

≪全事業所の合算　共通項目≫ 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

1.0% 2.0% 3.0%

排出量の算出（削減目標ではない）

△1.2%

排出量 kg 6,725,871 6,658,612 6,651,886 6,645,161

取り組項目 基準年 （基準年比） （基準年比） （基準年比）

電力使用量の削減
削減率 △1.0% △1.1%

486.483
廃棄物排出量削減

削減率 △1.0% △1.1% △1.2%

排出量 ㌧ 492.392 487.468 486.976

≪本社≫ 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

取り組項目 基準年 （基準年比） （基準年比） （基準年比）

29,269

燃費の改善
改善率 1.0% 1.1% 1.2%

km／L 23.8 24.0

電力使用量の削減
削減率 △1.0% △1.1% △1.2%

kWh 29,624 29,328 29,298

排出量 ㌧ 0.392 0.388 0.388 0.387

24.1 24.1

削減率 △1.0% △1.1% △1.2%

基準年 （基準年比） （基準年比） （基準年比）

6,615,892

A重油使用量の削減
削減率 △1.0% △1.1% △1.2%

L 768,000 760,320

電力使用量の削減
削減率 △1.0% △1.1% △1.2%

kWh 6,696,247 6,629,285 6,622,588

759,552 758,784

廃棄物排出量削減

（産業廃棄物）

削減率 △1.0% △1.1% △1.2%

排出量 ㌧ 492

2,111

487 487 486

削減率 △1.0% △1.1% △1.2%

製品・サービスでの

環境配慮

廃棄物排出量削減

（可燃ごみ）

目標率 ％

製品の拡販

化学物質使用量の

削減

二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量

40

水資源使用量の削減

（上水道）

グリーン購入率向上
目標率 3.0% 5.0% 8.0%

購入率 ％ 37 38 39

使用量 ㎥ 2,137 2,116 2,113
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二酸化炭素排出係数　■本社（東京ガス）0.364kg-CO2／kWh

二酸化炭素排出係数　■茨城工場（東京電力エナジーパートナー）0.441kg-CO2／kWh

電力使用量の削減

A重油使用量の削減
L

削減率％ △15.4%△1.2%

650,000758,784768,000

削減率％ △1.2% △24.9%

kWh 6,696,247 6,615,892 5,031,762

二酸化炭素排出量 排出量kg 5,169,328 4,060,103

燃費の改善
改善率％

km／L

1.2%

二酸化炭素排出量 排出量kg 17,031 15,985

グリーン購入率
目標率％ 8.0% △16.2%

購入率％ 37 40 31

△19.7%

23.8 24.1 19.1

二酸化炭素排出量 排出量kg 5,186,359 4,076,088

電力使用量の削減 削減率％ △1.2% △12.7%

kWh 29,624 29,269 25,870

≪本社≫

取り組項目

2019年度 2022年度

基準年 基準年比

化学物質使用量の 削減率％ △1.2% △57.9%

削減 使用量kg 43,970 43,442 18,522

水資源使用量の削減

（上水道）

削減率％ △1.2% 58.1%

排出量㎥ 2,137 2,111 3,378

廃棄物排出量削減
削減率％ △1.2% △32.9%

排出量㌧ 492 486 330

≪茨城工場≫

取り組項目

2019年度 2022年度

基準年 基準年比

実績値 目標値 実績値

製品・サービスでの 目標率％ 3.0% △95%

環境配慮 製品の拡販 506枚 521枚 25枚

廃棄物排出量削減

（可燃ゴミ）

削減率％ △1.2% △5.1%

排出量㌧ 0.392 0.387 0.372

実績値 目標値 実績値

廃棄物排出量削減
削減率％ △1.2% △32.9%

排出量㌧ 492.392 486 330.372

削減率％ △1.2% △24.8%

kWh 6,725,871 6,645,161 5,057,632

【5.環境経営活動の実績】

≪全事業所の合算　共通項目≫

取り組項目

2019年度 2022年度

基準年 基準年比

実績値 目標値 実績値

電力使用量の削減
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■　本社

二酸化炭素排出量の内訳：　電気 71.53％、ガソリン 27.61％ 、灯油 0.84％

1 電気使用量の削減 月平均使用量

①冷暖房温度管理 基準値 2,469kWh

　不在時の電源OFF (目標値 2,439kWh) 〇

②不在時の消灯 実績値 2,156kWh

③パソコンの省エネ 目標：△1.2％

　設定 実績： △12.7％

2 燃費の改善 基準値 23.8/km

（営業車の燃費改善） (目標値 24.1/km)

①燃費調査 実績値 19.1/km △

②エコノミー運転の 目標：+1.2％

　徹底 実績： △19.7％

ガソリン使用量 実績値　1903L

3 廃棄物の削減 基準値 392kg

（可燃ごみ） 実績値 372kg

①コピー用紙の削減 (目標値 387kg) ○

（裏紙使用の徹底）

②可燃ごみの削減 目標：△1.2％

実績：△5.1％

4 製品・サービスでの 基準値 506枚

環境配慮 実績値   25枚

（バラストマット拡販） (目標値 521枚)

×

目標：　+3.0％

実績： △95％

5 灯油使用量 実績値　54L

基準値：　2019年の実績値を基準値とした

※ 評価・・・　〇良くできました　△もう少し頑張りましょう　×努力が足りません

・市場ニーズは軽くて一人で持ち運

べるものに変わりつつあり、当社品

のように1枚が45kgもあるマットは敬

遠され、結果拡販とはならなかった

次年度からは同じく再生材を使用し

ている床防振ゴムの拡販に目標を変

更する

・今迄にない電気代高騰が全員の削

減意識に繋がり目標を大幅に上回っ

たと思います

・2022年6月～7月 営業車シエンタの

燃費が著しく悪かった（原因不明）

・2ヶ月間だけだがガソリン車を導入

した事も目標値を下回った要因の一

つと考えられる

・両面使用済のコピー用紙を再資源

として処分するよう心掛けたり、極

力印刷物を減らすなど、一人一人の

取り組みが目標達成に繋がったと思

います

【6.環境活動内容、取組結果と評価、次年度への取組】

環境活動の内容 目標と実績 評価 次年度への取組・反省点など
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■　茨城工場

二酸化炭素排出量の内訳：　電気 56.0％、重油 43.4％、その他 1％未満

1 電力使用量の削減 基準値 6,696,247 kwh

①冷暖房温度管理の推進 実績値 5,031,762 kwh

②昼休みの消灯 〇

③スイッチON・OFF管理 目標：△1.2％

④スイッチの細分化 実績：△24.9％

2 重油使用量の削減 基準値　768.0 KL

①蒸気漏れ箇所修理 実績値　650.0 KL

②蒸気トラップ点検 〇

③配管断熱材の取付 目標：△1.2％

④蒸気バルブ 実績：△15.4％

⑤生産性向上

3 産業廃棄物の削減 基準値　492t

①分別管理の推進 実績値　330t

②不良率低減活動 〇

③屋外清掃の定例化 目標：△1.2％

④資源ゴミ分別推進 実績：△32.9％

基準値 2137㎥

4 水使用量の削減 実績値 3378㎥

①上水道使用量の調査 ×

②節水意識の教育 目標：△1.2％

実績：　58.1％

5 化学物質の適正管理 目標：△1.2％ 〇

実績：△57.9％

6 グリーン購入率 目標：8.0％

実績：△16.2％

基準値：　2019年の実績値を基準値とした

評価・・・　〇良くできました　△もう少し頑張りましょう　×努力が足りません

昨年度より改善が見られました

重油使用設備（ボイラー）の稼働率

の改善効果が出たと考えます

環境活動の内容 目標と実績 評価 次年度への取組・反省点など

通年で目標が達成できました

今後も電気料金の高騰が継続すると

の事、引き続き活動を継続しましょ

う

×

通年で目標が達成できました

各製造グループが不良削減に取り組

んでいる結果が反映されていると考

えます

購入品でエコ製品種の有無を調査

し、改善していきましょう

3～7月の使用量が多く、8月以降は落

ち着いています　蛇口閉め忘れ等の

トラブルを予想しますが、原因特定

に至りませんでした　来期の様子を

見ていきましょう

目標が達成できました

今後も引き続き活動を継続しましょ

う
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kg

使用量 kg 18,522

購入率％

二酸化炭素排出量 kg

水資源使用量の削減

（上水道）

削減率 △0.5%

4,060,103

使用量の算出（削減目標ではない）

購入率の算出（向上目標ではない）

排出量の算出（削減目標ではない）

31

△1.0% △1.5%

使用量 ㎥ 3,378 3,361 3,344 3,327

廃棄物排出量削減

（産業廃棄物）

削減率 △0.5% △1.0% △1.5%

排出量 ㌧ 330 328 327 325

電力使用量の削減
削減率 △0.5% △1.0% △1.5%

kWh 5,031,762 5,006,603 4,981,444

A重油使用量の削減
削減率 △0.5% △1.0% △1.5%

L 650 647 644 640

≪茨城工場≫ 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

取り組項目 基準年 （基準年比） （基準年比） （基準年比）

二酸化炭素排出量 kg

0.368 0.366

製品・サービスでの

環境配慮(床防振ゴム）

目標率 ％ 1.0% 2.0% 3.0%

製品の拡販 195,000,000個

廃棄物排出量削減

（可燃ごみ）

削減率 △0.5% △1.0% △1.5%

排出量 ㌧ 0.372 0.370

排出量の算出（削減目標ではない）15,985

196,950,000個

燃費の改善
改善率 0.5% 1.0% 1.5%

km／L 19.1 19.2 19.3 19.4

25,741 25,611 25,482

取り組項目 基準年 （基準年比） （基準年比） （基準年比）

電力使用量の削減
削減率 △1.0%△0.5% △1.5%

化学物質使用量の管理

グリーン購入率の推進

排出量の算出（削減目標ではない）4,076,088

△1.5%

排出量 kg 5,057,632 5,032,344 5,007,056 4,981,768
電力使用量の削減

削減率 △0.5% △1.0%

325.416

二酸化炭素排出量

≪本社≫ 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

廃棄物排出量削減
削減率

198,900,000個 200,850,000個

4,956,286

【7.次期 中長期計画】

≪全事業所の合算　共通項目≫ 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

取り組項目 基準年 （基準年比） （基準年比） （基準年比）

△0.5% △1.0% △1.5%

排出量 ㌧ 330.372 328.720 327.068

kWh 25,870
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当社で実施している活動を紹介します

1 産業廃棄物の排出量管理

製造部署ごとに排出量を集計し、生産改善を通じて排出量の削減に努めています

2 毎週1回の清掃活動　

敷地内および敷地外の境界付近の清掃および美化活動を実施しています

3 ゴミの分別

種類毎に専用置場と担当責任者を設けて

リサイクル可能なものを分別推進しています　(画像は一例です)

【8.環境活動のご紹介】

敷地内の池に お客様が

時々来る カモ 。。。

水銀使用製品廃棄物

（蛍光灯）置き場

リサイクル用

アルミ置き場

リサイクル用 古紙置場

部署別 排出量推移排出量測定

清掃活動
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当社に適用される環境関連法規への違反はありませんでした。

また、関係当局からの違反等の指摘は過去3年間 ゼロ件 です。

項目 評価

全体評価

指示項目 変更の必要性 指示内容

1. 環境経営方針 変更なし なし

2. 環境経営目標 変更あり

3. 環境活動計画 変更あり

4. 環境経営システム 変更なし

EA21全体

5. 実施体制の見直し 変更なし

社内外の生産方法や環境活動の良いところは、

上手く取り入れ、より良い職場を作りましょう。

株式会社　昭和ゴム化学

代表取締役社長　押見吉朗

　　【9.環境関連法規の遵守状況の確認及び

　　　　　　　　　評価結果並びに違反・訴訟等の有無】

環境関連法規の

代表例

消防法

水質汚濁防止法

廃棄物処理法（廃掃法）

2023年6月より全体朝礼を再開し

ますので環境関連の情報を発表

して下さい

EA21ガイドライン2017年度

版に基づき進めて下さい

次期 中長期計画に沿って目標

を設定して下さい

【10.代表者による全体評価と見直しの結果】

次期 中長期計画の発行を確認

しました

環境経営目標及び環境活動計画実施状況
従業員全員が目標に対して関心を持てる

よう啓発を行って下さい

代表者指摘事項

管理者会議の環境関連の報告および各担

当者からの意見・問題点を吸い上げるよ

う活動して下さい
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